現場福音化メッセージ
３０ 主の力の内にとどまる生活 ヨハネ15:1～7
キリストの内にとどまることは、信仰生活において、最も大切なことである。
信仰生活の真の喜びを味わうためには、キリストの内にとどまる生活が何かを知らなければならない。
多くの信徒が、キリストにあって味わうことができるはずの喜びの生活を知らないため、
主に捨てられたと思っているが、そういう人たちは、神様のみことばを正しく知る必要がある。
イエス様は「わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、わたしの喜びがあなたがたのうちにあり、あなたがたの喜びが満たされるためです」(ヨハネ15:11)と言われた。
また、実際、キリストの内にとどまるとき、喜びに満ち、実が結ばれ、
祈りが聞かれるようになるのである。
１．キリストと聖徒の関係を理解しなければならない(ヨハネ15:1)
つまり、イエス･キリストの位置をまず知らなければならない。
　(1)ピリピ2:6,9～11
　(2)使徒7:55
　(3)Ⅰコリント3:16
　(4)ガラテヤ2:20
　(5)マタイ18:18～20
　(6)ルカ24:15,16
２．どうしたら主の力の内にとどまることができるのだろうか
　(1)ともなってくださる主と人格的に会うべきである(マタ28:20、マタ18:18～20)
　(2)その主と交わるべきである
　　①マルコ1:35
　　②使徒16:25～31
　　③エペソ6:18
　(3)その主が主人となるべきである(ヨハ2:1～11)
　(4)私たちのからだを神様に喜ばれることにささげるべきである(ロマ12:1～2)
　(5)主の内にとどまるべき理由(ピリ4:13、ヨハ15:5)
３．主の内にとどまる生き方の結果(ヨハ15:7～11)
　(1)祈りが聞かれる(ヨハ15:7)
　(2)実が結ばれる(ヨハ15:8)
　(3)主の栄光が現れる(ヨハ15:8)
　(4)主の弟子としての生き方が現れる(ヨハ15:8)
　(5)主の愛の内にとどまる(ヨハ15:9)
　(6)喜びに満たされる(ヨハ15:11)
　(7)互いに愛し合うようになる(ヨハ15:12,13)
